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教育実習指導 

授
業
の
概
要 

① 幼稚園および認定こども園（以下、幼稚園とする）の実態を認識し、2年次教育実習（参加・責任）のねらいと内容、および留意点を正しく理解する。 

② 責任実習においては、指導案に沿った周到な準備と、子どもの実態を的確に把握することの重要性について理解する。 

③ 建学の精神である忍耐と進取の気概をもち、教育実習を体験することにより幼稚園教諭としての職務と幼児教育技術を習得し、教育と実務能力を併せもつ優れ

た幼児教育者としての育成を図る。 

 

到達目標 

学習成果Ⅰ 学習成果Ⅱ 学習成果Ⅲ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

１．本学の目指す保育者像の指針と教師として求められる能力・資質について理解する。 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

２．実習園の指導計画との関連を図りながら指導案を作成することができる。 ○ ○ ○ ◎  ◎  ○  

３．事後指導において実習体験を発表し合い、成果・課題を共有し、保育者としての資質 

向上に役立てることができる。 
   ◎ ○ ◎  ○  

凡例 ◎：学習成果Ⅰ～Ⅲを獲得するために特に重要な目標、〇：学習成果Ⅰ～Ⅲを獲得するために重要な目標   査定項目①～⑨はⅤページ参照 

 主        題 準備学習 本時の学習内容と到達目標 復   習 

１ 教育実習の意義と目的 
教育実習Ⅰを振り返り授業に  

備える。 
・教育実習及び指導の目的と概要を理解する。 本時の学習内容を整理しておく。 

２ 
幼稚園の理解 

実習日誌 

実習をする園についての理解を

深めておく。 

教科書p84₋85を読んでおく。 

・幼稚園における教職員の組織と役割分担を学ぶ。 

・実習日誌の内容及び書き方の確認 

・実習園の概要の記入 

事前訪問の日時を実習園に確認

する。 

３ 実習指導案 

教科書p96₋97、p99、104₋107、 

112-113を読んでおく。 

 

・実習指導案作成の手順を確認し、参加実習の内容と、 

指導場面への適切な関わり方について学ぶ。 

・事前訪問にあたっての諸注意 

指導案作成の手順の確認をする。 

事前訪問にあたっての準備をする 

４ 事前訪問指導 １ 
事前訪問をする際の留意点を確

認する。 

・事前訪問時の心構えや身だしなみ、マナーを確認する。 

 

実習園を訪問するための準備が

整っているか確認する。 

５ 事前訪問指導  ２ 
事前訪問をする際の留意点を確

認する。 
・教育実習Ⅱに臨む上での心構えについて学ぶ。 

実習園を訪問し、実習に備えて指

導を受ける。 

６ 実習指導案作成 １ 
部分実習指導案において製作す

るものの材料を準備する。 

・「ものづくり」に関する部分実習指導案を作成する。 

・実際に製作物を作成し、指導案の内容を検討する。 
本時の学習内容を整理しておく。 

７ 実習指導案作成 ２ 
「ものづくり」について、年齢別に

調べておく。 

・「ものづくり」に関する部分実習指導案を作成する。 

 
本時の学習内容を整理しておく。 



８ 実習指導案作成 ３   

「からだを使った遊び」について

、年齢別に調べておく。 

教科書p48-67を読んでおく。 

・一日の流れに沿った保育の展開、遊びへのかかわり方、

一斉活動の関わり方等、幼児指導の留意点を学ぶ。 

・「からだを使った遊び」に関する部分実習指導案を作成

する。 

本時の学習内容を整理しておく。 

９ 実習指導案作成 ４   

実習園のデイリープログラムを確

認し、責任実習のイメージをして

おく。 

・責任実習指導案作成時の留意点について確認する。 

・実習園の情報をもとに責任実習指導案を作成する 
本時の学習内容を整理しておく。 

１０ 実習指導案作成 ５ 
責任実習の主活動に使用するも

のを準備する。 

・実習園の情報をもとに責任実習指導案の作成をする。 

・主活動で制作をする場合は、実際に作成し指導案の内容

を検討する。 

本時の学習内容を整理しておく。 

１１ 実習指導案作成 ６ 
課題となっている指導案に取り組

む。 

・作成した指導案による保育の展開をイメージし、内容を検

討する。 

作成した指導案による保育の展開

を再度振り返る。 

指導案は一人ひとりの子どもの姿

を予想して作成することを再認識

する。 

１２ 事後指導 １  

実習園への提出物を確認する。 

自身の実習での体験を客観的に

振り返り、課題として残ったことを

確認する。 

・礼状を作成する。 

・実習の反省と達成度について自己評価を行う。 

・実習体験発表の原稿を作成する。 

実習報告会の準備をする 

１３ 事後指導 ２ 実習報告会の準備をする。 

・実習報告会で自身の体験を発表する。 

・他者の実習体験を聴講することによって、多様な園があ

る 

ことを認識する。 

実習報告会で発表された内容を

整理する。 

１４ 事後指導 ３ 実習での学びを振り返る。 
・個人面談① 

・実習での課題を出し合い、制作物としてまとめる① 
本時の学習内容を整理しておく。 

１５ 事後指導 ４ 実習での学びを振り返る。 
・個人面談② 

・実習での課題を出し合い、制作物としてまとめる② 
本時の学習内容を整理しておく。 

成績 

評価 
レポート等の提出物（５0％）、授業への取り組み（50％）  合計 100％ 

教員か

らのコ

メント 

 教育実習指導は、本学の目指す教育像である資質をもって実習に臨めるように組まれた授業です。そのため授業は休まないで出席してください。 

そして、幼稚園教諭としての自覚と責任をもって、最後の実習に臨んで欲しいと願っています。 
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